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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 17日 (2005.3.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 空 気 循 環 式 の 装 置 は 、 加 熱 さ れ た 空 気 を 循 環 さ せ 、 こ れ を 基 板 に ほ ぼ 平 行 に 流 し て 基 板
を 加 熱 し 熱 処 理 す る と い う 簡 単 か つ 安 定 し た 方 式 の 装 置 で あ る と 共 に 、 ス ル ー プ ッ ト （ 基
板 処 理 量 ） の 拡 大 の 容 易 な 装 置 で あ る が 、 基 板 サ イ ズ が 大 き く な る と 、 基 板 の 昇 温 過 程 で
問 題 が 生 じ る 。 す な わ ち 、 基 板 の 熱 容 量 が 大 き く な る た め に 、 加 熱 空 気 の 流 れ 方 向 に お い
て 基 板 の 上 流 部 分 の 昇 温 速 度 が 速 く 下 流 部 分 の 昇 温 速 度 が 遅 く な り 、 基 板 に 温 度 差 が で き
た り 温 度 プ ロ フ ァ イ ル が ば ら つ く こ と に な る 。 そ し て 、 基 板 サ イ ズ が １ ｍ 角 に も な る と 、
例 え ば 熱 処 理 温 度 が ２ ３ ０ ℃ の 場 合 に は 、 こ の 温 度 差 が ± １ ０ ℃ 程 度 に も な る 。 そ の 結 果
、 基 板 に 形 成 さ れ て い る 樹 脂 の 厚 み に む ら が で き た り 、 不 等 温 熱 膨 張 に 伴 う 残 留 歪 み に よ
っ て 回 路 破 壊 の お そ れ を 生 ず る 等 の 不 具 合 が 発 生 。 ま た 、 熱 処 理 装 置 内 に 、 被 加 熱 物
を 搬 送 す る た め の 駆 動 機 構 が あ る た め 、 ク ラ ス １ ０ な ど の 高 ク リ ー ン 度 に 対 応 す る の は な
か な か 困 難 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ワ ー ク ３ の ピ ン 状 の 支 持 体 で あ る ピ ン ４ は 、 平 面 で み た と き ワ ー ク ３ の 投 影 面 内 に 含 ま
れ る 加 熱 体 の 加 熱 面 上 に 複 数 設 け ら れ て い る 。 ピ ン 状 の 支 持 体 を 設 置 す る 位 置 は 、 ワ ー ク
端 部 ば か り で な く 、 中 央 部 付 近 も 必 要 で あ る 。 ワ ー ク が 大 型 化 す る と 、 端 部 だ け の 支 持 で
は ワ ー ク が 変 形 し 、 加 熱 面 に 接 触 し た り 、 大 き く た わ ん だ り す る か ら で あ る 。 ワ ー ク が 加
熱 面 に 接 触 す れ ば 、 接 触 部 分 の 昇 温 速 度 が 速 く な り 、 焼 き む ら の 原 因 と な る 。 一 方 、 ワ ー
ク の た わ み 量 が 大 き く な る と 、 ワ ー ク 変 形 に よ る 応 力 が 加 わ っ た 状 態 で 加 熱 さ れ る た め 、
ワ ー ク 上 に 形 成 さ れ た 回 路 な ど に 回 路 破 壊 の お そ れ が 発 生 す る な ど の 不 具 合 が で て く る 。
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上 記 理 由 で 、 ワ ー ク に 対 応 す る 加 熱 面 の 端 部 及 び 中 央 部 付 近 に 、 直 接 ピ ン 状 の 支 持 体 を 設
け る こ と に よ っ て ワ ー ク を 効 果 的 に 支 持 す る こ と が で き る 。 図 １ の 例 で は ホ ッ ト プ レ ー ト
２ の 面 上 に Ｘ 方 向 に ５ 列 設 置 さ れ て い て 、 図 示 し て い な い が 、 Ｘ 方 向 と 直 角 の Ｙ 方 向 で は
３ 列 設 置 さ れ て い て 、 こ れ ら 多 数 の 先 端 部 分 で ワ ー ク を 支 持 し て い る 。 ピ ン ４ は 、 ホ ッ ト
プ レ ー ト ２ 上 に 差 し 込 ま れ て 保 持 さ れ て い る 。 な お ピ ン 状 の 支 持 体 を こ の よ う に 加 熱 体 表
面 に 直 接 設 け る の で は な く 、 細 長 い 棒 状 の 支 持 部 材 を 加 熱 体 上 渡 し て 、 こ の 支 持 部 材
上 に 複 数 の ピ ン 状 支 持 体 を 差 し 込 ん で 加 熱 体 の 加 熱 面 上 に 設 け て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 開 扉 閉 ７ は 図 １ 及 び 図 ２ の 例 で は 保 温 体 ５ の 外 に 設 置 さ れ た 扉 支 持 体 １ ４ に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 図 ７ に 開 閉 機 構 の 一 例 を 示 し た が 、 開 閉 扉 ７ は 扉 回 転 軸 ２ ０ に 固 定 さ れ て い る
。 各 扉 回 転 軸 ２ ０ は 、 軸 受 け ２ １ で 保 持 さ れ カ ッ プ リ ン グ ２ ２ を 介 し ロ ー タ リ ー ア ク チ ュ
エ イ タ ２ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 ロ ー タ リ ー ア ク チ ュ エ イ タ ２ ３ が 、 約 ９ ０ 度 回 転 す る こ と
に よ り 開 閉 扉 が 開 閉 す る 。 な お 、 こ の 他 の 扉 開 閉 機 構 と し て 、 保 温 体 の 外 あ る い は 内 で
上 下 に ス ラ イ ド す る 扉 を 設 け る 構 造 を 採 用 し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ９ の 例 で は 、 熱 処 理 室 １ に 雰 囲 気 流 体 を 供 給 す る た め の 供 給 管 １ １ を 設 け て い る 。 図
１ ３ に こ の 拡 大 図 の 例 を 示 し た 。 供 給 管 １ １ の 断 面 形 状 は 、 円 形 あ る い は 角 形 な ど の 形 状
で あ り 、 ま た 、 開 口 部 は 複 数 個 の 口 や ス リ ッ ト 状 の ノ ズ ル で あ る が 、 必 要 な 流 量 を 放 出 で
き れ ば 特 に 規 定 す る も の で は な い 。 供 給 管 １ １ は 、 熱 処 理 室 の 側 板 １ ０ 内 側 に 取 り 付 け 、
雰 囲 気 流 体 を 供 給 す る 。 供 給 管 の 上 流 側 に は 、 図 示 を 省 略 し た が 、 ラ イ ン か ら の 供 給
口 、 調 圧 弁 、 流 量 計 、 オ リ フ ィ ス 、 流 体 の 加 熱 装 置 な ど の 流 体 制 御 装 置 や 加 熱 装 置 を 必 要
に 応 じ 設 置 す る 。 流 体 の 加 熱 装 置 は 、 ガ ラ ス 管 や ス テ ン レ ス 管 の 外 側 に ヒ ー タ 線 を 巻 い て
作 っ た 加 熱 管 に よ り 加 熱 す る 機 構 の も の や 、 フ ィ ン 付 き ヒ ー タ の 間 に 流 体 を 流 し て 加 熱 す
る 機 構 の も の な ど が あ る が 、 流 量 に 応 じ て 使 用 す る の で 特 に 規 定 す る も の で は な い 。 流 体
の 排 気 に つ い て は 、 保 温 体 の 上 部 あ る い は 下 部 に 設 置 さ れ た 排 気 口 よ り 適 宜 行 わ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う な 熱 処 理 装 置 は 、 次 の よ う に 運 転 さ れ る 。 保 温 室 に 設 置 さ れ た ホ ッ ト プ
レ ー ト ２ は 、 例 え ば 熱 処 理 に 必 要 な ２ ０ ０ ℃ に 制 御 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で 、 炉 内 を ク リ
ー ン に 保 つ た め に 、 炉 内 温 度 と 同 一 に な る よ う に 制 御 さ れ た 窒 素 ガ ス を 、 一 定 の 流 量 で 供
給 管 １ １ の ノ ズ ル か ら 供 給 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う な 装 置 で ワ ー ク を 熱 処 理 す る と き の 温 度 プ ロ フ ァ イ ル に つ い て 説 明 す る 。 図
１ ４ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 基 板 を 、 上 記 装 置 で 熱 処 理 し た と き の 測 定 デ ー タ で あ る 。 基
板 端 部 と 中 央 部 を 比 較 す る と 、 中 央 部 は 最 初 昇 温 が 遅 く 面 内 で 最 も 低 い 部 分 で あ り 、 昇 温
終 了 近 く な る と 端 部 を 抜 き 去 り 最 高 温 度 と な る 。 基 板 の 測 定 点 数 を 増 や し て も 、 こ の 傾 向
は 変 わ ら な い 。 従 っ て 、 基 板 内 の 温 度 精 度 を 向 上 さ せ る た め に は 、 こ の 温 度 差 を 小 さ く す
る 必 要 が あ る 。 こ の ワ ー ク の 加 熱 は 、 熱 放 射 と 対 流 に よ っ て 行 わ れ る 。 熱 放 射 は 、 原 理 的
に は 距 離 に 無 関 係 で あ る が 、 端 部 と 中 央 部 で は 幾 何 学 的 相 違 か ら 中 央 部 に 昇 温 の 遅 れ が 発
生 す る 。 対 流 伝 熱 で も 、 中 央 部 で 空 気 の 温 度 低 下 が 発 生 す る た め 、 中 央 部 で の 昇 温 遅 れ が
発 生 す る 。 こ れ ら が 中 央 部 で 昇 温 遅 れ が 発 生 す る 原 因 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 熱 放 射 は 原 理 的 に は 距 離 と 無 関 係 で あ る た め 、 ホ ッ ト プ レ ー ト と ワ ー ク 間
の 距 離 を 大 き く し て も 、 放 射 熱 量 は 大 き く 変 わ ら な い 。 変 化 す る の は 、 対 流 に よ る 熱 量 で
あ る が 、 熱 放 射 よ り 少 な い た め 、 昇 温 速 度 に は あ ま り 影 響 を 与 え な い 。 一 方 ホ ッ ト プ レ ー
ト 上 に 温 度 む ら が あ る 場 合 に は 、 ホ ッ ト プ レ ー ト と ワ ー ク 間 距 離 を 大 き く す る と 、 幾 何 学
的 要 素 よ り む ら の 影 響 は 減 少 す る 。 こ の 効 果 を 検 討 す る と ホ ッ ト プ レ ー ト と ワ ー ク 間 距 離
は １ ０ ｍ ｍ 以 上 に す る こ と が 好 適 で あ る 。 さ ら に 好 ま し く は １ ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た
、 ホ ッ ト プ レ ー ト と ワ ー ク 間 距 離 を １ ０ ｍ ｍ 以 上 に す れ ば 、 ピ ン の 昇 降 な し に ハ ン ド か ら
ワ ー ク の 受 け 渡 し ・ 受 け 取 り が で き る た め 好 適 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 熱 処 理 室 で は 、 入 り 口 に 対 す る 奥 側 か 両 側 の 側 板 に 供 給 管 を 設 け る 。 こ の 供 給 管 よ り 、
ク リ ー ン ガ ス を 熱 処 理 室 に 供 給 す れ ば 、 ワ ー ク か ら 発 生 す ス を 処 理 室 外 に 放 出 す る こ
と が で き る た め 、 処 理 室 を 常 に ク リ ー ン に 保 つ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 熱 処 理 装 置 に よ れ ば 、 被 加 熱 物 は ハ ン ド に よ り 、 保 温 室 内
の 加 熱 体 に 設 け ら れ た ピ ン 状 の 支 持 体 上 に 移 載 さ れ 、 加 熱 体 と 対 向 し て 適 度 な 間 隔 を あ け
て 保 持 さ れ 加 熱 さ れ る 。 加 熱 体 は 、 上 下 両 面 あ る い は 片 面 は 必 ず 同 一 の 加 熱 体 に 保 温 さ れ
て 、 温 度 分 布 は 均 一 と な っ て い る 。 こ の た め 、 被 加 熱 物 は 、 加 熱 体 に よ り 上 下 両 面 よ り 効
率 的 で 均 一 に 加 熱 さ れ る 。 ま た 、 保 温 体 内 に 設 置 さ れ た 加 熱 体 の 側 面 周 辺 部 に 、 仕 切 り 用
の 側 板 を 設 け る こ と に よ っ て 、 保 温 室 内 の よ り 低 い 温 度 の 流 体 が 、 熱 処 理 室 に 流 入 し な い
よ う に 熱 的 二 重 構 造 と 、 さ ら に い っ そ う 均 一 に 熱 効 率 よ く 被 加 熱 物 を 熱 処 理 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 外 部 か ら 供 給 さ れ た 流 体 を 加 熱 す る 加 熱 器 と 、 加 熱 さ れ た 流 体 を
熱 処 理 室 内 に 流 出 さ せ る 供 給 管 を 有 す る こ と に よ っ て 、 熱 処 理 室 内 に ク リ ー ン な 流 体 を 導
入 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 装 置 は 、 前 述 の 如 く 保 温 体 内 に は 駆 動 部 が な い た め 、 駆 動
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を 示 す グ ラ フ

平 行 平 板 で の

る ガ

す る 場 合 は



部 か ら の 発 塵 は な い 。 被 加 熱 物 が 処 理 さ れ る と 、 被 加 熱 物 中 に 含 ま れ る 水 分 、 有 機 溶 剤 、
昇 華 物 、 モ ノ マ ー な ど の ガ ス 、 パ ー テ ィ ク ル が 発 生 す る の で 、 こ れ ら を ク リ ー ン ガ ス で 熱
処 理 室 外 に 放 出 す れ ば 、 常 に 熱 処 理 室 内 を ク リ ー ン の 状 態 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の た め
、 本 発 明 で は ク レ ー ン の 状 態 で 、 被 加 熱 物 を 熱 処 理 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 図 ７ 】
　 本 発 明 の 熱 処 理 装 置 の 開 閉 扉 駆 動 部 の 一 部 を 拡 大 し て 示 し た 面 説 明 図 で あ る 。
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均 一 に

正


	header
	written-amendment

